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松風グループ 次期長期ビジョン「Vision10」を策定 

― 2040年 売上高2,500億円・営業利益率20％を視野に、歯科業界グローバルトップ10入りを目指す ― 

 

 

 松風グループは、2040年に売上高2,500億円・営業利益率20％を視野に、歯科業界でグローバルトップ10入りを目指

す新たな長期ビジョン「Vision10」を策定し、本日開催の取締役会にて決議いたしました。本ビジョンは、世界の歯科医療

への貢献を一層高めるための長期指針として位置づけるものです。以下、その概要についてお知らせいたします。 

 

 

１．次期長期ビジョン策定の背景と目的 

松風グループは創業以来、「創造的な企業活動を通じて世界の歯科医療に貢献する」という経営理念のもと、歯科

材料・機器の総合メーカーとして事業を展開してまいりました。しかし、世界には日本の20倍を超える歯科市場が存在

する一方で、当社のプレゼンスは依然として十分とは言えず、理念に込めた“世界への貢献”という観点では、まだ大き

な伸びしろがあると認識しております。 

 

こうした認識から、当社は現行の長期ビジョン「500億円構想」を掲げ、2028年3月期を最終年度とする第五次中期経

営計画でその実現を目指しています。同構想の達成が見込まれる中、世界の歯科業界では、技術革新・人口動態・予

防医療の重要性の高まりなど、構造的な変化が加速しています。 

 

これらの外部環境の変化の下で、当社の強みである技術力や学術ネットワークを最大限に活用し、次の10～15年を

見据えた当社の成長シナリオを明確にすることを目的として、2040年をターゲットとした長期ビジョン「Vision10」を策定

することといたしました。本ビジョンは、経営理念に基づく「世界の歯科医療への貢献度向上」と、現行中期経営計画の

先につながる「成長の連続性」を創造的な企業活動によって実現するための長期指針として位置づけるものです。 
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２．次期長期ビジョン「Vision10」の概要 

（目標） 

 歯科業界でのグローバルトップ10入り 
 

当社は、2040年に売上高2,500億円・営業利益率20％を視野に、世界の歯科業界において確固たる地位を 

築くことを長期的な成長目標として掲げます。 
 

（2040年の目指すべき姿） 

 世界の歯科ソリューションの未来を切り拓く、デジタル歯科と口腔ケアのリーディングカンパニー 
 

人口動態の変化や予防医療の重要性の高まり、デジタル技術の進展など産業構造が大きく変化する中で、 

当社が培ってきた研究開発力、技術、学術ネットワーク、生産・営業を含む事業基盤と、それらに裏付けら 

れた信頼という無形資産を踏まえ、歯科医療の価値創造に貢献する企業像を描いております。 
 

（2040年の数値目標） 

 グループ売上高 ２,５００億円 営業利益 ５００億円 （営業利益率２０％） 
 

これらの数値目標は、現行の第五次中期経営計画の達成を前提とし、その先のグローバルトップ10入りに 

向けた成長シナリオを段階的に描く中で設定したものです。 

 

 

「Vision10」の実現に向け、当社グループは、以下の重点分野に注力してまいります。 

 保存修復材料のカテゴリー・ブランド・基盤拡充により持続的成長の土台確立 

 デジタル歯科、予防・口腔衛生、矯正歯科などの注力分野において、ブランド力強化と顧客基盤拡大 

及び海外展開の加速 

 歯周病関連・再生医療・教育などの関連する新規分野への取組拡大 

 

こうした取り組みを通じ、当社グループは「Vision10」が示す長期成長シナリオを着実に具体化し、世界の歯科医療

への貢献度を一層高めてまいります。 

 

詳細につきましては、別紙「松風グループ 次期長期ビジョン『Vision10』」をご覧ください。 

 

以  上 



松風グループ
次期長期ビジョン「Vision10」



















Vision10

▌ 第五次中期経営計画の確実な達成による基盤確立

▌ 次期中期経営計画（FY2029-)での事業拡張フェーズへ移行

▌ 2040年に向けた長期ビジョンの実現を加速

▌ 理念を基点に、変化にしなやかに対応できる企業体へ進化

現行中期経営計画で築く基盤を次のステージへ

現行中計の成果を次期中計・長期ビジョンへつなぐ

▶ 生産・研究開発・販売等の再構築の実施
▶ 「成長を生み出す仕組み」を整備

▶ 有機的な成長と共に、連携・提携・M&Aによる非連続成長を強化
▶ 研究開発・生産・販売において組織横断的に“共創”体制を確立

▶ 事業×地域（グローバル）×技術×連携
▶ 歯科材料を中心とした医療・ヘルスケア領域でのプレゼンスを拡大、

グローバルトップ10企業へ

▶ 経営理念「創造的な企業活動を通じて世界の歯科医療に貢献する」の実践
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